
（5年 3月分）

１．生鮮食料品等の市況 富山中央青果株式会社

         （１）市況の概要 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

102% 91%
110% 102%

84% 100%
109% 105%

（２） 主要品目の市況 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

90% 86%

94% 95%

58% 141%

59% 131%

81% 69%

103% 89%

87% 122%

162% 77%

131% 43%

117% 98%

86% 88%

6000% 81%

22% 115%

12% 123%

95% 71%

106% 99%

81% 110%

138% 89%

87% 113%

118% 100%

２． 取扱品目の卸売実績 (金額：税込み）

受託 買付 計 受託

一般野菜 1,004,670 733,203 1,737,873 276,199,586

加工野菜 0

花き

その他

冷凍食品

計 1,004,670 733,203 1,737,873 276,199,586

一般果実 190,211 589,403 779,614 115,311,607

加工果実 0

その他

冷凍食品

計 190,211 589,403 779,614 115,311,607

1,194,881 1,322,606 2,517,487 391,511,193

485,877,514

合計 361,722,076 753,233,269

果
 
 

実

152,044,148 267,355,755

0

152,044,148 267,355,755

209,677,928

 種       類
数  量 （ｋｇ） 金額（円）

買付 計

野
 
 

菜

209,677,928 485,877,514

0

1,233

バナナ

気候の上昇とともに、入荷・販売数量も増加傾向であった。特に低地栽培バナナの
入荷量が増加してきた。 265 203

実

いちご

３月上旬より天候も回復し、順調な出荷となった。中旬より全国的に数量が回復した
ため、相場が急落し、販売が活発化した。 58

272

サンフジ

青森県産主体での入荷。36玉以上が多く、玉売り徳用での販売が増えた。
52 278

果

いよかん

３月は弥生紅だけの入荷。2L・L中心で割と小玉傾向となり、順調な販売であった。
7

甘夏・
サンフル

鹿児島県産主体での入荷。大玉傾向での入荷の中、小玉の販売は順調に推移した
が、大玉は苦戦した。 6 187

たまねぎ

北海道入荷安定
新玉入荷少ない 357 107

菜

きゅうり

高知・群馬産販売で上旬は気温低いも日照があり安定入荷であったが、中旬になり
天候悪く日照も不足気味なことから減少傾向になり、市場全体が高値傾向な動きで
あった。

86 330

117

154

キャベツ大玉傾向が3月中旬から続いている。新物の春キャベツの出荷が例年より
多くなる見込み。 184 77

キャベツ

野

にんじん

前段産地の切り替わりからやや不足感が見られ、堅調に単価推移した。中旬から徳
島産出始め、産地切替の動きもありながら出荷量が天候に左右され不安定な状況
になった。

61

だいこん

温暖な気候の中で生育良好であったが、気温上昇に向かい需要は低迷気味の動
き。中旬には品種の切替わりがあり、前段品種の品質低下も見られ販売量は落ち着
いた動きとなった。

85

国内果実はいちご・りんご・柑橘中心となった。いちごは３番果ピークにより、年間で一番多い時期となり、柑橘類は不知火・デ
コポンが露地物の出荷となった。総入荷は前年より少ないが、価格は若干安の展開であった。
３月外果はバナナ中心の販売であったが、４月のトップシーズンに向け、徐々にいろいろな品目が出荷されてきた。

779 344

247

主 要 品 目 市  況  の  概  要 入荷数量

月 間 市 況 等 報 告 集 計 表

種類 市  況  の  概  要 入荷数量

1,738

野
菜

気温が平年を上回る日が多く根菜や葉菜系は順調な出荷となったが、品目によっては秋冬作と春作との端境期により数量少
なくなり、高値傾向に推移するものも見られた。ただ全体的には気温高で需要も落ち着き気味、日照の回復と共に果菜中心
に増傾向であった。

果
実


